










要約: 

1)新生児マススクリーニングで発見されたヒスチジン血症児の追跡調査の結果,自閉性障

害,古語発達の遅れ,学習障害が多数みられた。ヒスチジン血症は,脳の高次機能障害を起こ

し得るハイリスク群であると考えられた。これらの障害の予防は,従来の PKU に準じた食事

療法だけでは有効と思われなかった。 

2)ヒスチジン血症児に対し乳幼児期早期からの治療教育が可能かどうか検討する目的で,

親子教室を実施した。参加した 14 例中,自閉性障害,知能発達の遅れ,愛着行動の異常が明

らかな児が各 1例ずつみられた。この 3例は親子教室での療育,助言により各々改善がみら

れた。 

3)早期療育が,ヒスチジン血症児の長期予後にどう影響するのかはまだ不明であり,これら

の症例の詳細な経過追跡が必要である。さらに,異常の早期発見及び適切な対応のできる体

制を整えていくことが重要である。 


